
1．研究の背景
動植物の家畜化は人類にとって最も重要な発明の

1つと位置づけられる 1-3）。そのため各種の家畜化
がいつ，どこで，どのように起こったのかは考古学
や動物学，人類学において盛んに研究されてきた。
ニワトリ（Gallus gallus domesticus）は南極大陸を
除くすべての大陸とバチカン市国を除くすべての国
で飼育されている人類に最も身近な生物の 1つであ
る 4）。その祖先は，チャールズ・ダーウィンの時代
から東南アジアや中国南部に生息するセキショクヤ
ケイ（Gallus gallus）と考えられてきた 5）。近年では，
全ゲノムを対象とした解析から，ニワトリの主たる
祖先は中国南部やタイ北部，ミャンマーに分布する
セキショクヤケイの 1亜種（Gallus gallus spadiceus）
であり，その後，東南アジアや南アジアに広がり，
各地で他のセキショクヤケイの亜種や他のヤケイ属
の種と交配してきたと推定されている 6）。また家畜
化された現代のニワトリとこの亜種との共通祖先は
約 12800～6200年前に分化したと推定されている。
これまでのところ「世界最古のニワトリの骨」は
中国河南省の南荘頭遺跡から報告された約 10000年
前のものである 7）。しかし，この「ニワトリの骨」
の報告には様々な観点から疑義が唱えられており，
遺跡から出土した骨に基づくニワトリの起源と広が
りの研究では，ニワトリの骨の正確な同定とその年
代の直接的な特定が不可欠であることが指摘されて
いる 8-11）。2016年に筆者らは完新世前期や中期の中
国の遺跡から出土したキジ科の骨にはニワトリの可
能性がある骨はほとんど含まれていないことを示す

と共に，報告された「ニワトリの骨」も同定根拠が
示されておらず再検討の必要があることを指摘し
た 8）。また，完新世前期のヨーロッパと北アフリカ
の遺跡から報告されたニワトリの骨の放射性炭素年
代測定を実施したジュリア・ベストらは，ブルガリ
アのホットニスタ遺跡等ヨーロッパの完新世前期の
遺跡から出土した骨はより新しい時代の資料が混入
したものであることを明らかにした 9）。さらに，こ
れまでのユーラシア大陸におけるニワトリの骨の出
土状況と同定の確からしさを総説したヨリス・ピー
タースらは，最も古い確実なニワトリの骨の記録は
タイ中部のバン・ノン・ワット遺跡から出土した約
3650～3250年前の骨であり，ニワトリの家畜化は遅
くとも約 3500年前までに始まったと結論づけた 10）。
ニワトリは，中国大陸や朝鮮半島を経由して日本
列島には弥生時代に導入されたと考えられてい
る 12, 13）。しかし，弥生文化の遺跡から見つかった
ニワトリの可能性がある骨は 7遺跡から 20点程度
と希少である 14）。そのため，骨の直接的な年代測
定は実施された例がなく，詳細な日本列島への渡来
年代は明らかになっていなかった。一方，ニワトリ
の形態の性差に着目した研究では，弥生文化の遺跡
から出土するニワトリはほとんどが雄と推定されて
いる 15）。このことから，当時のニワトリは日本列
島ではほとんど繁殖させることができない，朝鮮半
島や中国大陸との関係性の生きた証であった可能性
が考えられてきた。奈良県田原本町にある唐古・鍵
遺跡の第 58次調査では，弥生中期初頭と推定され
る溝から，明らかなニワトリの骨とキジ科の雛の骨
が 4点検出された 16）。このニワトリの骨は，日本
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列島で最も古いニワトリの骨と考えられているもの
である。また，雛の骨もニワトリのものの可能性が
考えられたものの，形態的特徴からはニワトリの骨
かどうか特定できなかった。
そこで筆者らは，唐古・鍵遺跡で見つかったキジ
科の雛の骨 2点を対象に，コラーゲンタンパクの質
量分析による骨の種同定と共に，ニワトリと同定さ
れた雛の骨 1点について，放射性炭素年代測定によ
る実年代の特定を実施した。小稿では，2023年 4月
に出版されたこの研究 17）の概要を紹介する。

2．研究の成果
唐古・鍵遺跡から出土したキジ科の雛の骨 2点（図 1）

からコラーゲンを抽出，制限酵素で処理，脱塩・精
製して飛行時間型質量分析計で測定した。この方法
は筆者らが 2020年に確立・発表したものであり，
日本に生息する中型のキジ科の野鳥（キジとヤマド
リ）とニワトリの識別が可能である 18）。質量分析
の結果，キジ科の雛の骨 2点のスペクトラムでは，
いずれもニワトリに特徴的なピークが確認され，ニ

ワトリと同定された。またニワトリと同定された骨
を対象に放射性炭素年代測定を実施した結果，未較
正の放射性炭素年代（BP）は 2231± 22 BP，2σ暦
年代範囲は紀元前 381～同 204年となった（図 2）。
この年代は共伴した土器から推定されていた年代と
一致していた。このことから，このニワトリの雛の
骨は混入した新しい時代のものではなく，ニワトリ
は遅くとも紀元前 3世紀までに日本列島に導入され
たことが分かった。本例は日本列島及び東アジアの
遺跡から出土したニワトリの骨を対象に実施された
初めての放射性炭素年代測定の例である。ニワトリ
は朝鮮半島や中国大陸を経由して日本列島にもたら
されたと考えられることから，紀元前 3世紀はニワ
トリの東アジアへの伝播の下限とみなせるものでも
ある。また，雄のニワトリへの顕著な偏りから日本
列島では継代繁殖が行われていなかった可能性が指
摘されていたものの 15），少なくとも唐古・鍵遺跡
では弥生中期初頭にニワトリが継代飼育されていた
と考えられた。

3．今後の展開
今回分析した試料が見つかった唐古・鍵遺跡は，
日本列島の弥生文化における最大規模の集落遺跡で
ある 19）。唐古・鍵遺跡からは東は遠江（静岡県）
や信濃（長野県），西は北部九州の土器が見つかっ
ており，その範囲は 700 kmにも及ぶ。このような
遠隔地からの土器が見られる弥生文化の拠点集落は
少なく，唐古・鍵集落までの流通ルートが確立して
いたと考えられている 19）。そのため，今回の結果

図 1　唐古・鍵遺跡から見つかったニワトリの雛の骨（左：
大腿骨，右：寛骨）（田原本町教育委員会蔵）

図 2　ニワトリの雛の骨の放射性炭素年代（縦軸）と較正年
代（横軸）（文献 17）を一部改変）
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は日本列島の弥生文化の集落でニワトリが広く継代
飼育されていたと見なせるものではないと考えられ
る。ニワトリは唐古・鍵遺跡のような最大規模の拠
点集落でのみ継代飼育できるものであった可能性が
ある。今後，本研究で利用したコラーゲンの質量分
析によるキジ科の骨の同定と放射性炭素年代測定を
用いたニワトリの骨の年代の特定を進めることで，
弥生文化におけるニワトリ飼育の様相がより詳細に
明らかになると期待される。また，このアプローチ
は遺跡から出土した骨に基づくニワトリの起源の研
究においても有効であると考えられる。
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